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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

主要な採用技術(CASBEE準拠）

階数

構造

延床面積

敷地面積

竣工年

建物データ

所在地

カテゴリー

施工

発注者

設計･監理

㎡

㎡

年

No.03-028-2013作成

鳥取県境港市 LR2. 2.   非再生性資源の使用量削減（大規模木造、金属ブレースの不使用）

LR3. 1.   地球温暖化への配慮（低炭素化）

LR3. 2.   地域環境への配慮（国産材の使用）

NISSIN CORPORATION WOODEN WAREHOUSE

日新木造倉庫

株式会社 大林組

株式会社 大林組

株式会社 日新

工場・物流施設

新築

D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地上1階

木造

48,235

1,740

2013

木（LVL）でつくる、ローコスト、ロングスパンの無柱空間
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地盤改良

タイバー：LVLつづり材

梁：LVLつづり材

柱：LVLつづり材

雪止め：スチール溶融亜鉛めっき
　　　  L-50x50x6

屋内側防火被覆：GB-R t15

防湿シート：ポリエチレンシートt0.2（全敷き込）

腰壁：コンクリート打放し補修の上、
  　　撥水剤塗布

外壁：カラーガルバリウム鋼板t0.6　角波板
　　  屋外側防火被覆　不燃GB-S t12.5

床：コンクリート金ゴテ押えの上、
　  防塵塗装塗布　誘発カッター目地@3000

棟カバー：カラーガルバリウム鋼板t0.6曲げ加工

水切り：カラーガルバリウム鋼板t0.6

ルーフファン：溶融亜鉛処理鋼板 エポキシ樹脂塗装

方杖：LVLつづり材

トップライト：SUS既製品　780□

トップライト：SUS既製品　780□

梁：LVLつづり材

屋根：カラーガルバリウム鋼板t0.6瓦棒葺き
　　  アスファルトルーフィング
　　  構造用合板 t24　　

アルミサッシ（陽極酸化皮膜）

屋内側防火被覆：GB-F t15

構造用合板受材

柱：LVLつづり材
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方杖：LVLつづり材

燃えしろ t35

埋木(35㎜厚)

LVL材 t75×3枚

75 75 75

木タボ

木タボ

木タボ

接合ボルト

接合ボルト

接合ボルト

合わせ梁：LVL材 t75

2GP s-9L

2GP s-9L

2GP s-9L

合わせ柱：LVL材 t75

方杖：LVL材 t75

タイバー：LVL材 t75

15,550

8,850

輸入材（主架構：柱、大梁 等）
国産材（２次部材：小梁、間柱）
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設計担当者　

統括：猪飼富雄／建築：花本尚樹、波多野正信、本間章夫、坂田尚子

／構造：山中昌之、榎本浩之／設備：吉田尚貴、瀬戸口仁、田中雅之、西村賢二

ＬＶＬ：単板積層材（Laminated Veneer Lumber）

内観 西側入口より見た内観 建て方風景現場で地組み後、ボルトでつづる

西側外観

断面詳細

ＬＶＬつづり材構成

平面／ＬＶＬ材の使用区分

つづり材構成詳細

加熱試験②

加熱試験①

ＬＶＬで実現するロングスパン建築

ＬＶＬは、厚さ９０ｍｍ程度が製作上

の限界である。幅、長さ方向には大き

な寸法が製作できるためロングスパン

には適しているものの、そのままでは

燃えしろ設計を行うための厚みが確保

できない。２次接着を行って厚板を構

成すれば、燃えしろ設計が可能になる

が、コストがかかる。そこで、ＬＶＬ

をつづり材とすることにより部材断面

を確保し、燃えしろ設計を可能にする

技術「オメガウッド」を開発した。燃

えしろ設計の検証のため、大林組技術

研究所にてＬＶＬつづり材載荷加熱試

験を行い、安全性を確認している。

この技術の適用が評価され、本プロジェ

クトは、平成２４年度国土交通省の木

造建築技術先導事業に採択された。

ローコストを実現する構造の工夫

構造材に採用したＬＶＬは、高剛性・高耐力が実現でき、安定

した構造品質が得られる。柱・大梁には120Ｅ-450Ｆのスプルー

ス材を使用し、コスト面で合理的なｔ＝７５ｍｍのＬＶＬを、

ビスやボルトでつづり、機械的に一体化している。つづる前に

仕口加工をすることで、補強プレートを挿入する仕口も表面か

ら切削できる。加工精度が高く、組み立ては工場でも現場でも

可能で、運搬も効率的にできる。

３１ｍスパンを支持する大梁のたわみ抑制対策として、ロング

スパン方向の架構には方杖およびタイバーを配置している。大

梁の中間部2か所にはジョイントを設け、3分割での地組みによ

り高所作業の低減を可能としている。

また、外周壁面には高耐力壁（構造用厚板合板）を配置し、必

要な開口を確保しつつも、耐震性を確保する。屋根面にも同様

の構造用厚板合板を用いて水平剛性の確保を図っている。この

構造用合板に外装下地材の役割も兼用させることで、下地用部

材の削減が可能となる。また、国産材の利用促進のため、高い

強度を必要としない小梁、間柱には、国産スギ材を原料とした

ＬＶＬ材を使用している。

合板製作工場内に建つ木造準耐火構造

の倉庫である。工場で製作した合板を

フォークリフトで４ｍほどの高さに積

み上げて保管し、注文に応じ２０tト

ラックに積み込んで出荷する。設計の

課題は、ローコストで、フォークリフ

トの走行に邪魔にならないロングスパ

ンの無柱空間を実現することであっ

た。３１ｍ×４３ｍの大空間をＬＶＬ

を使った木造準耐火構造とし、すっき

りとした木造の軸組をみせている。

場所は、鳥取県境港市。海が近いため

冬は海風が強く、吹雪になることもあ

る。耐久性を優先して木材を外部に現

しにせず、外壁や屋根は耐久性の高い

材料で覆った。


